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商
工
会
女
性
部
県
外
研
修

商
工
会
女
性
部
海
外
研
修

10
月
12
日
～
14
日
、
商
工
会
女
性
部
全

国
組
織
化
45
周
年
記
念｢

第
13
回
商
工
会

女
性
部
全
国
大
会
in
と
や
ま｣

が
富
山
市

富
山
市
芸
術
文
化
ホ
ー
ル「
オ
ー
バ
ー
ド
・

ホ
ー
ル
」
に
て
全
国
か
ら
２
，
３
０
０
余

名
の
商
工
会
女
性
部
員
参
加
の
下
、
盛
大

に
開
催
さ
れ
、
県
内
よ
り
37
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

主
張
大
会
で
は
、
東
北
ブ
ロッ
ク
が
震
災

の
影
響
に
よ
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
を
開
催
さ

れ
な
か
っ
た
為
、
代
表
者

が
な
く
、
審
査
は
行
わ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
金
沢
市
内
の

市
場
や
白
川
郷
等
視
察

研
修
も
実
施
し
ま
し
た
。

初
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
方
に
は
、
つ
つ
が
な
く
新
し
い
年
を
お
迎
え
に
な
り
ま
し
た
こ
と
を
心
か

ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
、
女
性
部
の
皆
様
に
は
、
県
女

性
連
の
事
業
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
暖
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
、
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
、
国
内
外
に
災
害
の
多
い
年
と
な

り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
、部
員
の
皆
様
に
は
義
援
金
活
動
等
に
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

本
年
も
、
景
気
先
行
き
が
不
透
明
で
、
不
安
感
は
拭
え
ま
せ
ん
が
、
少
し
で
も

地
域
に
元
気
を
与
え
る
た
め
、
青
年
部
や
商
工
会
と
連
携
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

地
域
活
性
化
の
原
動
力
と
な
る
よ
う
、活
動
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

県
女
性
連
と
し
ま
し
て
も
、
商
工
会
女
性
部
が
更
に
、
地
域
に
求
め
ら
れ
る
団

体
と
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み

や
個
々
の
資
質
向
上
事
業
等
、
積
極
的
な
展
開
を
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様

方
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
健
康
で
、
幸
せ
に
満
ち
た
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

	
	

大
分
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会

	
	

会
長　

秦
　
カ
ツ
子

11
月
７
日
～
10
日
、
商
工
会
女
性
部
海

外
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
参

加
者
27
名
で
香
港
・
マ
カ
オ
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。

マ
カ
オ
で
は
世
界
遺
産
を
視
察
し
、
香

港
で
は
、
大
分
銀
行
香
港
駐
在
員
事
務
所

の
次
席　

井
上
拓
哉
氏
よ
り
「
香
港
の
経

済
情
勢
等
に
つ
い
て
」、
高
話
を
頂
き
ま

し
た
。
あ
い
に
く
、
天
候
に
は
恵
ま
れ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
女
性
部
員
の
親
睦
を
図

る
事
が
で
き
、
有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま

し
た
。

年
頭
の
ご
挨
拶

マカオ　聖ポール天主堂跡前

香港　媽閤廟
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県
南
佐
伯
市
あ
ま
べ
商
工
会
女
性
部

か
わ
い
い
部
員
が
大
奮
闘
♪

県
北
杵
築
市
商
工
会
女
性
部

部
員
相
互
の
親
睦
が
組
織
の
絆

毎
年
、部
員
研
修
を
実
施
！

BI
Block
Inform

ation

県
央
日
田
地
区
商
工
会
女
性
部

高
齢
者
へ
の
食
事
の
提
供

（
組
織
強
化
対
策
事
業
）

日
田
地
区
商
工
会
女
性
部
中
津
江
支
部
で

は
、
組
織
強
化
対
策
事
業
と
し
て
高
齢
者
へ

の
食
事
の
提
供
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

き
っ
か
け
は
、
過
疎
高
齢
化
が
進
み
独
居

高
齢
者
も
多
く
な
っ
て
き
た
こ
の
中
津
江
村

の
た
め
に
何
か
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う

思
い
か
ら
で
し
た
。

そ
こ
で
、
私
た
ち
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
る
中
津
江
村
高
齢
者
生
活
福
祉
セ

ン
タ
ー
「
安
寿
苑
」
に
お
い
て
、
７
月
と
８

月
の
２
回
に
わ
た
り
食
事
を
提
供
し
、
高
齢

者
と
交
流
・
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

高
齢
者
か
ら
は
「
手
作
り
の
お
料
理
は
お

い
し
い
」「
女
性
部
か
ら
元
気
が
も
ら
え
た
」

「
み
ん
な
で
わ
い
わ
い
言
え
る
交
流
の
場
が

ほ
し
い
」
な
ど
の
意
見
が
で
ま
し
た
。

こ
の
事
業
を
通
じ
て
、
こ
れ
か
ら
も
私
た

ち
女
性
部
の
料
理
で
地
域
に
元
気
を
届
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

杵
築
市
商
工
会
女
性
部
（
部
員
百
六
十

人
）
は
、
十
一月
二
十
日
恒
例
の
研
修
旅
行
を

実
施
い
た
し
ま
し
た
。
三
地
区
商
工
会
が
合

併
後
、
女
性
部
員
相
互
の
交
流
と
親
睦
を
目

的
に
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
観
劇
（
昨
年

は
前
川
清
シ
ョ
ー
）
や
視
察
研
修
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
今
年
は
、
今
話
題
の
下
関
唐
戸

市
場
、
門
司
港
レ
ト
ロ
散
策
で
四
十
七
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
海
岸
独
特
の
寒
風
の
中
、
レ

ト
ロ
散
策
で
高
倉
健
主
役
の
映
画
ロ
ケ
に
遭
遇

し
、
佐
藤
浩
一、
草
彅
剛
さ
ん
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

唐
戸
へ
の
フ
ェ
リ
ー
乗
船
待
ち
の
際
、
対

岸
で
撮
影
中
の
高
倉
健
さ
ん
へ
、
女
性
部
員

が
大
声
で「
健
さ
～
ん
」と
手
を
振
り
続
け
、

ロ
ケ
隊
か
ら
「
撮
影
中
な
の
で
静
か
に
お
願

い
し
ま
す
」
と
注
意
を
受
け
る
一
幕
も
有
り

ま
し
た
。
船
で
の
唐
戸
移
動
中
も
話
題
は
撮

影
現
場
を
指
さ
し
な
が
ら
、賑
わ
い
ま
し
た
。

研
修
で
思
わ
ぬ
撮
影
と
い
う
話
題
が
で
き

ま
し
た
が
、
一
年
中
、
い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト

で
活
躍
の
女
性
部
は
こ
う
し
た
研
修
を
通
じ

て
組
織
の
ス
ク
ラ
ム
強
化
が
図
ら
れ
る
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

９
月
25
日（
日
）

「
つ
る
み
豊
魚
祭
」

が
開
催
さ
れ
、鶴

見
支
部
女
性
部
は

カ
キ
氷
の
出
店
を

行
い
祭
り
に
花
を

添
え
ま
し
た
。

鶴
見
地
区
に
は

東
九
州
最
大
の
魚

市
場
が
あ
り
、
こ

の
市
場
で
昭
和
56
年
９
月
29
日
に
現
在
の
天

皇
・
皇
后
両
陛
下
が
ご
臨
席
さ
れ
て
「
第
１

回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
」
が
当
時
の

鶴
見
町
で
開
催
さ
れ
た
の
を
記
念
し
て
、
翌

年
よ
り
鶴
見
町
豊
魚
祭
と
し
て
開
催
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
市
町
村
合
併
に
よ
り

佐
伯
市
と
な
っ
た
年
か
ら
は
名
称
が
「
つ
る

み
豊
魚
祭
」
と
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
豊
後
水

道
で
獲
れ
た
新
鮮
な
魚
介
類
の
数
々
を
浜
値

に
近
い
値
段
で
販
売
す
る
ほ
か
、
塩
干
物
等

地
域
特
産
品
の
販
売
、
地
域
性
を
活
か
し
た

食
事
コ
ー
ナ
ー
も
充
実
し
て
お
り
、
ス
テ
ー

ジ
で
は
地
域
芸
能
や
歌
謡
シ
ョ
ー
等
も
開
催

さ
れ
ま
す
。
毎
年
９
月
下
旬
に
開
催
さ
れ
、

県
内
外
よ
り
１
万
人
を
超
え
る
来
場
者
で
賑

わ
い
ま
す
。

当
日
は
、
天
気
に
も
恵
ま
れ
最
高
の
お
祭

り
日
和
と
な
り
ま
し
た
。
女
性
部
は
販
売
方

法
を
工
夫
す
る
た
め
頭
に「
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
」

を
付
け
子
供
達
に
も
大
人
気
で
し
た
。
皆
さ

ん
も
海
の
幸
が
満
載
の
「
つ
る
み
豊
魚
祭
」

に
是
非
お
越
し
下
さ
い
。

昨年12月24日ＴＯＳ「ほっとはーとＯＩＴＡ」
で商工会青年部・女性部活動が紹介され、
豊後大野市商工会女性部が施設慰問と合
わせて車椅子を贈呈した女性部活動が放映
されました。
慰問先では、スコップ三味線・相撲甚句な

どを披露し、施設利用者から大変喜ばれて
いました。

みなさんのご協力により、車いす募金で下記の通り 14 台を贈呈することになりまし
た。皆様のご協力に心より感謝申し上げます。

今後の予定

★清家県連会長と
　県女性連役員懇談会

日 時 平成24年1月19日（木）
18:00〜

場 所 別府市　ホテル望海
※県女性連役員会後開催

★「広瀬知事を囲む商工会女性部懇談会」
　並びに
　「商工女性の主張発表県大会」

日 時 平成24年2月17日（金）
10:30〜

場 所 大分市	大分東洋ホテル
（二豊の間:2F）

商工会名 寄贈先名
中津市しもげ 中津市社会福祉協議会
西国東 スパランド真玉
武蔵町 くにさきケアセンター
杵築市（山香） 杵築市山香小学校
杵築市（大田） 福祉総合ケアハウス
九重町 九重町社会福祉協議会
挾間町 由布市立由布川小学校
野津原町 野津原地区社会福祉協議会
九州アルプス（荻） グループホームしらゆり

豊後大野市（清川）デイサービスセンターみつば園
豊後大野市（大野）豊後大野市立大野小学校
佐伯市番匠（本匠）佐伯市立本匠小学校
佐伯市番匠（直川）佐伯市立直川小学校

佐伯市あまべ 佐伯市社会福祉協議会
上浦支部

豊後大野市（清川）での贈呈式の様子


